
　　（3）さかいまち議会だより

　

こ
れ
ら
の
法
案
は
、
道
州
制
導
入
後
の

国
の
具
体
的
な
か
た
ち
を
示
さ
な
い
ま
ま
、

期
限
を
区
切
っ
た
導
入
あ
り
き
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
効
率
性
や
経
済
性
を
優
先

し
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、
郷
土
意
識
を

無
視
し
て
つ
く
り
上
げ
る
大
規
模
な
団
体

は
、
住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
到
底
地
方
自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で

は
な
い
。
多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、

個
々
の
自
治
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、

ひ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
の
国
力
の
増
強

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

る
。

　

よ
っ
て
、
我
々
境
町
議
会
は
、
道
州
制

の
導
入
に
断
固
反
対
す
る
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長
ほ
か
６
名
に
提
出

し
ま
し
た
。

Ａ
．大
学
の
先
生
な
ど
も
交
え
、
接
遇
・

モ
ラ
ル
等
の
礼
儀
作
法
及
び
条
例
策
定
に

活
用
で
き
る
研
修
の
仕
組
み
を
構
築
し
て

行
く
予
定
で
、
今
年
度
中
に
は
様
々
な
報

告
が
出
来
る
と
思
う
。

﹇
町
長
﹈

Ａ
．今
年
度
は
50
万
円
多
く
予
算
化
し
た
。

総
合
計
画
等
の
重
要
な
計
画
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
利
用
し
な
が
ら
、
職

員
と
業
者
で
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。
研

修
助
成
制
度
も
周
知
し
て
人
材
育
成
に
努

Ａ
．職
員
か
ら
委
員
を
選
出
し
て
調
査
・

研
究
し
、
そ
の
後
、
有
識
者
や
公
募
で
委

員
会
を
組
織
し
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。
男
女
共
同
参
画
条
例
も
、
内
部

委
員
会
を
立
ち
上
げ
調
査
研
究
し
、
第
三

次
さ
か
い
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

と
併
せ
、
推
進
委
員
会
で
作
業
を
進
め
る
。

﹇
総
務
部
長
﹈

Ａ
．二
年
以
内
に
は
結
果
が
出
る
よ
う
に

し
た
い
。

﹇
町
長
﹈

Ａ
．境
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
老
朽
化
し

て
い
て
各
競
技
へ
は
対
応
で
き
な
い
。
こ

の
機
会
に
各
施
設
の
改
修
を
し
て
環
境
整

備
し
た
い
。
国
・
県
へ
要
望
し
、
民
間
活

用
も
し
て
い
く
。
ま
た
競
技
指
導
者
や
総

合
ク
ラ
ブ
の
育
成
も
図
る
。

﹇
副
町
長
﹈

Ａ
．①
子
供
た
ち
の
育
成
②
施
設
の
老
朽

化
対
策
③
練
習
場
所
の
提
供
等
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
要
望
し
て
い
く
。﹇

町
長
﹈

Ａ
．
平
成
24
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率

16
・
２
％
、
将
来
負
担
比
率
１
９
４
・
５

％
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
健
全
化
基
準
内

で
あ
る
が
、
将
来
負
担
比
率
は
県
内
ワ
ー

ス
ト
一
位
、
実
質
公
債
費
比
率
は
ワ
ー
ス

ト
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率

は
91
・
０
％
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
の

で
引
き
続
き
行
政
改
革
を
推
進
し
て
財
政

の
健
全
化
に
努
め
た
い
。
基
金
の
残
高
は

平
成
24
年
度
末
で
総
額
15
億
７
９
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
総
務
部
長
﹈

Ａ
．ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
る
景
気
上

昇
の
見
込
み
に
よ
り
個
人
住
民
税
、
法
人

住
民
税
等
は
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
。
固
定

資
産
税
も
日
野
自
動
車
関
連
企
業
の
進
出

等
に
よ
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
地
方
交

付
税
や
国
庫
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
国

の
財
政
状
況
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
地
方
交
付
税
等
を
抑
制
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
基
金
に
つ
い
て
は
平
成
16

年
度
以
降
、
15
億
円
前
後
で
推
移
し
て
お

り
、
特
殊
な
要
因
が
な
け
れ
ば
徐
々
に
で

は
あ
る
が
積
立
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

町
債
の
現
在
高
合
計
は
１
６
９
億
３
千
万

円
。
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
等

も
完
了
し
た
こ
と
か
ら
今
後
は
下
が
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

﹇
総
務
部
長
﹈

＊
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

Ａ
．農
業
者
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ
や
集
荷
団

体
、
米
を
主
体
と
す
る
生
産
組
織
運
営
協

議
会
な
ど
と
協
議
す
る
中
で
、
国
・
県
の

支
援
策
を
前
提
に
力
強
い
持
続
可
能
な
農

業
の
構
築
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

﹇
産
業
建
設
部
長
﹈

Ａ
．青
年
新
規
就
農
者
七
名
を
含
む
七
十

七
経
営
体
を
地
域
の
中
心
経
営
体
と
し
て

位
置
付
け
、
地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
問

題
の
解
決
に
向
け
推
進
し
て
い
る
。

﹇
産
業
建
設
部
長
﹈

Ａ
．各
行
政
区
に
お
い
て
、
身
近
な
避
難

所
と
し
て
公
民
館
や
集
落
セ
ン
タ
ー
等
が

利
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

災
害
時
の
救
助
、
救
援
活
動
、
緊
急
物
資

の
輸
送
等
に
困
難
を
き
た
す
こ
と
の
無
い

よ
う
、
施
設
周
辺
の
道
路
状
況
や
集
落
間

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
幹
線
道
路
の
状
況

確
認
等
を
行
う
中
で
、
財
政
面
で
の
支
援

措
置
等
の
調
査
と
合
わ
せ
て
検
討
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。

﹇
産
業
建
設
部
長
﹈

Ａ
．「
圏
央
道
沿
線
開
発
基
本
構
想
」
の
策

定
に
取
り
組
み
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
と
い
う
、
立
地
特
性
を
生
か
し
た
産
業

拠
点
創
り
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
具
体
的
開
発
手
法
は
、
業
務
代
行
や

組
合
施
行
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
地

権
者
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
な

か
、
よ
り
良
い
開
発
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

﹇
参
事
兼
ま
ち
お
こ
し
推
進
室
長
﹈

め
る
。

﹇
総
務
部
長
﹈

＊
そ
の
ほ
か
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

一

般

質

問

○
職
員
研
修
に
つ
い
て

Ｑ
．職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
研
修
費

を
増
や
し
て
、
自
前
で
総
合
計
画
や
条
例

等
策
定
し
た
ら
ど
う
か
。
助
成
は
あ
る
の

か
。

○
条
例
策
定
に
つ
い
て

Ｑ
．自
治
基
本
条
例
や
男
女
共
同
参
画
条

例
な
ど
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て

Ｑ
．２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向

け
て
要
望
や
推
進
活
動
を
し
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
方
策
は
あ
る
の
か
。

○
今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
．財
政
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、
経
常
収
支

比
率
の
各
数
値
、
並
び
に
町
民
の
貯
金
で

あ
る
基
金
の
残
高
の
状
況
は
。

Ｑ
．今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
税
等
の
自
主
財
源
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
支
出
金
等
、
基
金
、
及
び
町
債
残
高
の

今
後
の
見
通
し
は
。

○
新
た
な
農
業
政
策
に
つ
い
て

Ｑ
．26
年
産
米
か
ら
交
付
金
の
半
額
削
減
、

30
年
産
か
ら
廃
止
の
中
で
、
町
独
自
の
支

援
策
の
考
え
は
あ
る
の
か
。
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Ｑ
．「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
推
進
の
状
況

は
。

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ
．避
難
地
・
避
難
路
と
な
る
公
園
、
道

路
等
の
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
及
び
生
活

道
路
の
拡
幅
整
備
の
早
期
実
現
に
む
け
て
。

○
町
再
生
に
つ
い
て

Ｑ
．圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
用
地
開
発
と
企

業
誘
致
の
具
体
的
な
構
想
は
。

議
席
３
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青
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議
員




